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２

新年あけましておめでとうございます
２０１８年の輝かしい年を迎え、健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。
日頃より、議会運営にご理解ご支援お力添いを賜り厚くお礼申し上げますと共に、昨年は、

多くの村民の皆様方から傍聴をいただき、心から感謝申し上げます。
さて、昨年は御嶽山噴火災害から３年が経ち、風評被害も消えつつある中、木曽町を震源

とした震度５強の地震、そして連続的に上陸した台風、長雨による被害など、改めて自然の
猛威と恐ろしさを感じた年でした。また、北朝鮮による度重なる核実験および弾道ミサイル
の発射は深刻さが増し、脅威であります。国民が安心、安全に暮らせるよう、法的含む政策
措置を確実に進めていただくことが必要不可欠であります。
また、１０月には、国政選挙と地方選挙が同時期に行われたことにより、村議会選挙に盛

り上がりに欠けた感もありました。そういった状況下の中、地方議会においても議員のなり
手不足が深刻化し、有権者から関心が薄れ、厳しい運営が現実的になりつつあります。
さて、村の課題は少子高齢化、人口減少が進み、結果空き家が増え、水田の荒廃地に生産

者の高齢化が相まって益々荒れてきているのが現状であります。現状をしっかりと見捉え今
までの政策をもう一度絞り込みをするとともに、実状にあった小さな村は、小さい村なりに、
余り背伸びをせず身の丈にあった村づくりを推進し重ねていくことが求められます。
そういった課題を背負い、４年に一度の村議会議員選挙が行われ、新たに６名が当選され

ました。新生議会の下、議員一人ひとりが強い決意をもって、議会運営のレベルアップは基
より、住民としっかりと向き合い、寄り添い、付託に応じられるよう次元を高め、本来的役
割、義務を果たして参りたいと思います。
結びに、村民の皆様方の今年一年が平穏であると共に、ご健勝、ご多幸をご祈念申し上げ

年頭のごあいさつとさせていただきます。

平成３０年１月吉日
王滝村議会議長 下出 謙介



＜補正予算の主な内容＞

①６月２５日発生の地震災害及び８月８日発生の

台風による豪雨災害（新滝上村道４１号線）の

災害復旧費へ、国庫負担金及び地方債の財源充

当

②宿泊者優待券事業の追加

○商工振興費 補正額2,909千円

・宿泊者優待券事業の優待券発行枚数を１、

０００セット追加し、７号補正分と合わせ

て３、０００セットとするもの。

③人事院勧告に伴う期末手当等の追加

● 集落支援員について、

問（吉田）７月に１名、８月に１名、１０月に１

名、計３名の集落支援員を採用しているが、それ

ぞれの活動内容について伺いたい。

答（村おこし推進課長）滝越地区の活性化に取り

組んでいく支援員が１名、王滝の食文化の継承に

取り組んでいく支援員が１名、王滝村の福祉全般

に取り組んでいく支援員が１名となる。

問（吉田）食文化については、現在「ひだみ」で

も行っているが、連携はとっていくのか。

答（村おこし推進課）既にひだみとは連携をとっ

て進めている。

● 宿泊者優待券の追加について

問（胡桃澤）宿泊者優待券の追加についてうかが

いたい。７号補正の時にも申し上げたが、お客様

に対しても大変メリットの大きい事業である。追

加については賛成であるが、、宿泊業者ばかりが

優遇されているとの批判もあることから、優待券

の使用に関して宿泊業者にある程度の条件をつけ

るべきだと考える。例えば、固定資産税等の税金

の滞納がないなどが考えられると思うがいかがか。

答（村づくり推進課長）そのことについては、税

の公平性からも必要だと考えており、１、０００

セットの追加分についてはその方向で検討する。

３

中学生２名をはじめたくさんの村民の方が

傍聴に来てくださいました

王滝村議会１２月定例会は、１２月１３日に開会し、２９年度の一般会計と特別会計の

補正予算、条例の改正など９議案を原案通り可決した。

また、同日行われた一般質問には３氏が登壇した。

一般会計補正予算質疑

平 成 ２ ９ 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算
歳入歳出それぞれ60,749千円を追加

一般質問に３氏が登壇



1.村道滝越線の改良について

問 待避所をもう少し増やして欲しい。また、狭

いところは広くしてもらいたい。

答（経済産業課長）路肩面、山側ともに急な斜面

が多く拡幅には相当な費用がかかる。地形的に難

しい箇所が多いため早急な対応はできない。

問 側溝に蓋がなく村外からの車が車輪を落とす

ことが多い。側溝に蓋をしてもらいたい。

答（経済産業課長）状況は把握している。検討し

ているところであるが、現在の側溝に蓋をしても

重量車には耐えられないため側溝の作り替えが必

要となる。予算的に厳しいと考えている。

集水パイプを入れて砂利で埋める方法もあるが、

重量に耐えられないことと、山側からの雨水を吸

収しきれずに路肩を洗ってしまうことも想定され

る。

問 携帯電話の不感地帯があるため夜間の通行な

どはためらわれる。村から通信会社に要望しても

らいたい。

答（経済産業課長）以前から要望はしているが、

電力供給などの問題がある。住民や来訪者からの

要望が効果的とも聞いている。

2.鳥獣害対策への補助金について

問 鳥獣害対策への補助金について、王滝村は手

厚いと思われるが、地目が宅地のために補助対象

４

一般質問「そこが知りたい」

本文は答弁も含め質問者の執筆をもとにしています

● 乗馬観光について

問（三浦清）一般会計補正予算とは直接関係がな

いが、滝越上黒沢の以前養魚場があった場所が、

現在は馬牧場になっているようであるが、最近は

何の動きもない。現在の状況について伺いたい。

答（村おこし推進課長補佐）滝越の観光牧場は、

地域おこし協力隊員が起業化を目指していた。ま

た、蓼科の観光牧場の会社がこれを支援すること

で、一緒に起業しようとしていたが、隊員とこの

民間企業との間でトラブルがあり、民間企業が撤

退した。元協力隊員だけでは起業化出来ないとい

うことで、現在はストップしている。

問（三浦清）その後、やるのか、やめるのか伺い

ます。

答（村おこし推進課長補佐）蓼科の民間企業では、

今後やりたいという隊員がいれば、協力は惜しま

ないと言っている。協力隊員とともにやる方向で

検討している。

問（三浦清）いろいろやる中で、失敗はあると思

うが、私としてはこの観光牧場はやめるべきだと

思う。滝越地区での協力者もあるようだが、今後

進めるのか、やめるのか再度伺います。

答（村おこし推進課長補佐）今、滝越地区で協議

会を立ち上げようとしている。地区の皆さんと話

し合いをしながら、別の事業を含めて検討を進め

ている。やるかどうかは、はっきりしていないが、

他の活用も含めて、検討しているところである。

有害獣防除事業補助金を使って設置された電機柵

ケーブルテレビの光化に

１億５千万円余
西村祥夫



外となっている場所について、現状に合わせた柔

軟な対応を求める声がある。

村の対応についてお聞きしたい。

答（経済産業課長）最近は特に住宅近くでの被害

が増えていることは認識している。柔軟な対応が

できるよう考えていきたい。

3.ケーブルテレビのＦＴＴＨ化について

問 現在、木曽広域ではケーブルテレビのＦＴＴ

Ｈ化について検討されているが、相当に多額の費

用が想定されている。仮に実施するとした場合、

村の負担はどの程度になるか。また、他の計画さ

れている事業の実施に影響がでることはないか。

答（総務課長）計画では木曽郡全体で約42億7千万

円、国の補助が16億4千万円程になると想定されて

いる。

村の負担は1億5千万円余となるが過疎債が充当

できる。村としては３２年度までに防災無線のデ

ジタル化を実施しなければならないために、やる

とすれば３０年度が望ましい。ただ、郡全体でや

らなければできないために確定的なことは言えな

い。

1.スキー場運営について

問 現スキー場は、１３年前スキー場検討委員会

が設置され、民間に運営を委託することとし（指

定管理者）、現在に至っているが、今後も同じ方

法で行くのか伺います。

答（総務課長）スキー場については、今後も指定

管理者で継続していきたい。

問 提案ですが、スキー場の在り方についての考

え方を原点に戻し、大きなスポーツ施設を管理運

営するという考え方で継続することはできないか。

松原スポーツ公園や国民体育館などと同様に、赤

字はほとんど村が負担し、売り上げは村にほとん

ど入らないと聞いている。スキー場運営ができる

地域おこし協力隊員を１０人くらい募集し（永住

を条件として、人づくりから、１１月～５月）、

オフシーズン（６月～１０月）は、村の観光施設

等の運営に携わる。３年くらいかけて、人づくり

から始め、動き出してみたら如何か。急な提案で

すので、村側で、十分検討研究され、対応を期待

する。

また、指定管理者については、早めに対応してい

ただきたい。何故なら、前の年に管理者を決め対

応しなければ、益々お客さんは減ってしまうと思

う。特に、子供たちの一般の団体でのスキー教室

や修学旅行などは、一年前に計画を立てることが

当たり前で、その年にならないと決まらないとい

うのでは遅すぎる。ぜひ早め早めに定めていただ

きたい。

2.基金の運用について

問 広報によると、村の基金は十数億円と掲載さ

れていましたが、これの一部（1～5億円）を「投

資信託」などで運用することは出来ないか。もち

ろんリスクはあるが、国でも運用している事だ。

勉強して運用してみたらどうか。現在の普通貯金

の利息は０.００２％位と思うが、投資信託で仮に

5億円を運用すれば、5億円×２０％＝１億円とい

う計算になる。多くの基金が多いと交付金の減額

など国からの指導が来るのではと心配する。また、

うまくいけば住民の希望もかなえることもできる

と思う。一つの事業として予算計上し、専門の職

員を置いてもよいのでは、法律で禁止されている

５

豆知識

「ケーブルテレビのＦＴＴＨ化」とは、現在のケーブ

ルテレビは光ファイバーと同軸ケーブルで構成されて

いますが、全てをランニングコスト、耐用年数に優れ

た光ファイバーに置き換えること。

基金の運用を検討しては

いかがか
三浦清吉

３０年１月１日の２２４０スキー場ゲレンデの様子

（ 第５クワッドリフト乗り場付近 ）



のか解らないが、十分検討研究してやってみる価値は

あると思うが如何か。

答（総務課長）原則として「王滝村財政調整基金の設

置、管理及び処分に関する条例」があり、運用は「金

融機関の預金その他最も確実かつ有利な方法により管

理しなければならない」と定められてる。一方、「必

要に応じ最も確実かつ有利な有価証券に代える事がで

きる」となっている。ご提案の投資信託は基本的に元

本が保証されている商品ではない。また基金は村民の

共通の財産であり、現在のところはリスクの伴う運用

は難しいと考えている。国では地方自治体の基金運用

について預金以外の運用を進めており、一部金融機関

から村のほうへ金融商品として紹介や説明にも来てい

るが、村としては今後も条例の範囲内で、確実かつ有

利な方法で基金管理の調査・研究をしていきたいと考

えている。

問 前向きに予算化をし、投資信託にこだわらず預金

以外の運用も含め、事業として行うことはどうなのか

調査・研究し、実現できることを期待する。

1.出馬表明について

問 １２月２日の市民タイムスで4選出馬へと報じら

れているが、立候補の意向を固めたのはいつ頃からか。

答（村長）他に出馬の方があることを願いつつ、秋の

例大祭の折に出馬の意思固めをした。

2.健康状態について

問 村内外でいろいろな話が飛び込んで来ております

が、村長の体は大丈夫か、この頃体調不良を訴えてい

るが、見たところ尋常ではないようだ、顔色も余り良

くない、といった様々な村長健康説が、飛び交ってい

る。こういった心配しての話であると思いますが、現

状の健康状態について、伺いたい。

答（村長）噴火後に少々膝を痛め、少しの間歩くこと

は控えております。健康については、木曾病院の診察

結果血圧も安定しており年齢に応じそれ相応の健康で

あるとのお墨付きは頂いている。皆さん方の心配して

いただいていることに感謝申し上げます。

3.３期１２年公約に掲げてきたことについて

問 旧村営スキー場、現２２４０スキーの債務は完斉

し健全な財政運営に立て直した。一方、定住人口の確

保、高齢化に伴う遊休農地の解消、アウトドア-スポー

ツを積極的にれた観光振興、また、住宅政策と空き家

対策、子育て支援を関連付けた定住人口の確保、公共

交通の利便性の向上、保育料の無償化の継続、児童・

生徒の給食費の継続化といった様々な政策を公約に掲

げ取り組んできたが、ここで現状と課題について伺い

ます。

答（村長）財政の立て直しに取り組んできたが、これ

からは健全な財政運営規律を守りながら総合戦略に応

じて進めていく。

６

豆知識

「投資信託」とは一般投資家から集めた資金を、

運用の専門家が国内や国外の債権や株式で運用し、そ

の運用成果を投資家に配分する金融商品。運用によっ

ては貯金以上の収益を得ることができるが、元本割れ

することがある。

４選出馬を表明している瀬戸村長

今年度完成した東地区緑地公園

瀬戸村政３期１２年の

現状と課題は何か
下出謙介



組合定例議会が、１１月７日に塩尻市保健福祉

センターで開催された。

定例会に上程された議案は以下の通り

①平成２８年度松塩築木曽老人福祉施設組合一般

会計歳入歳出決算認定について

②松塩築木曽老人福祉施設組合特別養護老人ホー

ム条例の一部を改正する条例

③松塩築木曽老人福祉施設組合特別職の職員の報

酬に関する条例の一部を改正する条例

④松塩築木曽老人福祉施設組合議会の議員の議員

報酬に関する条例の一部を改正する条例

⑤監査委員の選任について

⑥公平委員会委員の選任について

⑦平成２９年度塩築木曽老人福祉施設組合一般会

計補正予算（第２号）

「２８年度決算認定について」は歳入が47億2,5

49万2,311円、歳出が46億7,340万5,171円で実質収

支が5,208万7,140円で黒字決算となった。

「特別養護老人ホーム条例の一部を改正する条

例について」は、「介護保険法法」が２８年４月

１日に改正されたことに伴うもの。

「特別職の職員の報酬に関する条例の一部を改

正する条例について」と「議員の議員報酬に関す

る条例について」は報酬の支給方法についての改

正。

「監査委員の選任について」は１名の監査委員

の任期満了に伴う選任で、高砂(たかさご)礼(れい)

次(じ)氏が再任された。

「公平委員会委員の選任について」は、委員の

死去及び任期満了に伴う選任で、北川(きたがわ)

直樹(なおき)氏が再任、伊藤(いとう)高良(たかよ

し)氏が新任された。

「２９年度一般会計補正予算について」は、人

事異動に伴う人件費、嘱託員の欠員に伴う臨時職

員賃金、緊急を要する施設維持管理経費として5,9

90万円を補正し、45億5,810万円とするもの。

決算認定については認定、条例の一部改正及び補

正予算については可決、委員の選任２件について

はそれぞれ同意された。

定例会終了後引き続いて議員全員協議会が開催

され、給与制度等検討委員会の委員の指名と平成

３０年度から３２年の実施計画の策定について事

務局長より説明があった。

松塩筑木曽老人福祉施設組合
議会１１月定例会

平成２９年木曽広域連合第４回定例会報告

平成２９年１１月２４日午後２時開議

1.議長選挙 岩佐孝和 (大桑村)

2.行政報告

3.委員会報告 経済観光常任委員会視察報告

4.陳情第１号 経済観光常任委員会に付託

不採択

5.議案第１５号 木曽広域連合情報公開及び個人

情報保護に関する条例の一部改正について

6.議案第１６号 木曽広域連合職員の給与に関す

る条例の一部改正について

7.議案第１７号 木曽広域連合副管理者の給与及

び旅費に関する条例の一部改正について

8.議案第１８号 廃棄物処理施設等の設置及び管

理に関する条例の一部改正について

9.議案第１９号 平成２９年度木曽広域連合一般

会計補正予算(第３号)

10.議案第２０号 平成２９年度木曽広域連合介

護保険特別会計補正予算(第３号)

平成２９年木曽広域連合第1回臨時会報告

平成２９年１２月５日午後２時開議

1.議長選挙 岩佐孝和 (大桑村)

2.副議長選挙 中村今朝男 (上松町)

3.議席の指定

4.委員会委員の選任 下出謙介(総務)、西村祥夫

(経済観光、福祉環境)

5.議会運営委員会委員の選任 下出謙介

平成２９年木曽広域連合議会
第４回定例会（報告）
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議会日誌

昨年暮れの頃、突然我が家に猫がやってき

た。野良であるがこれが妙に人懐こく、「ミャー

ミャー」と甘えた声でまとわりついてくるの

で、ついつい可愛がってしまう。今では、外

に置いたダンボール小屋が彼(雄猫)の住みか

だ。野良とはわかっていながらそこにいない

と心配している自分がいる。甘えてくる愛ら

しい姿を見ていると心が癒される。野良なの

でまたどこか放浪の旅に出ていってしまうか

もしれないけど、それまでは精一杯の愛情を

注いでやろうと思う。(広)

《 編 集 後 記 》

９月

１９日 御嶽山噴火災害犠牲者慰霊碑建立実行委員会

（松原スポーツ公園）

２３日 保育園運動会

２５日 県への陳情に関する意見交換会（木曽町）

２７日 御嶽山噴火災害犠牲者慰霊碑序幕式・追悼式

（松原スポーツ公園）

２８日 例月出納検査(８月分)

２９日 木曽広域連合福祉・保健医療懇談会（木曽町）

３０日 翔岳祭・小中合同音楽会（小中学校）

１０月

３日 郡町村議会議長会陳情（飯田国道事務所・中

部地方整備局）

７日 「長寿を祝う会」（村公民館）

１１日 郡町村議会議長会

１５日 議会だより１３７号発行

村議会議員一般選挙

木曽南部土砂防災ネットワーク議員連盟総会

（南木曽町）

２６日 村議会懇談会

３０日 １０月臨時会（初議会）

３１日 郡町村議会議長会陳情（県知事部局・中部森

林管理署・県議会）

例月出納検査(９月分)

１１月

１日～２日 町村監査委員全国研修会（東京都）

３日 御前崎中学校ＰＴＡ交流会

７日～８日 中部国道協会促進大会（東京都）

１４日～１５日 全国過疎地域自立促進連盟総会

（東京都）

１７日 郡町村議会議長会

２０日 地方自治７０周年記念式典（東京都）

２１日 郡町村議会議長会陳情（国土交通省・財務省）

２２日 町村議会議長全国大会（東京都）

２４日 御嶽山噴火災害からの復興に関する陳情

（長野市）

木曽広域連合１１月定例会（木曽町日義）

２８日 例月出納検査(１０月分)

２９日 議会運営委員会、議会全員協議会

１２月

１日 おんたけ２２４０スキー場安全祈願祭

５日 郡町村議会議長会

木曽広域連合議会臨時会

８日 全員協議会、議会運営委員会

１３日 村議会１２月定例会（開会）

２６日 例月出納検査(１１月分)

１２月定例会で審議された請願・陳情等の採

択・不採択状況は下記のとおり。

●「全国森林環境税の創設に関する意見書採択

に関する陳情書」 （採択）

●「森林・林業・木材関連政策の推進を求める

陳情書」 （採択）

●「若い人も高齢者も安心できる年金制度を国

の責任で創設するための意見書提出に関する陳

情書」 （資料配布）

請願と陳情

校庭に飾られたイルミネーション

今年はひときわ綺麗でした


